飛驛 (実に メン ドウな 字 だから 以後 カナで 書かせて 

もらい ますよ) は 日本の 古代史で は 重大 きわまる 土地 

であります。 

隣り の 信 濃 は タケ ミナ カタの 神が スヮ 湖へ 逃げて き 

て 天孫に 降参した という 国 ゆずり 事変の 最後の 抵抗 地 

点で 日本 神話で は 重要な ところ だ。 ところが、 現 天皇 

家が 本当に 確立の 緒に つ いたと みられる 天武持 統の両 

御 夫妻 帝 (天武 は 天智の 弟で、 天智の 御子 大友 親王 ¥ 

弘文 天皇 > を 仆 して 皇位に 即き、 実質的に は 現 天皇家 

の 第三 祖に 当ら れる御 方の ようです) は ヒダと スヮの 

両国に 対して 特に フシ ギな 処置 を ほどこして おります。 



の 系譜の 作者 側に 有利の ように 諸国の 伝説 や 各地の 土 

豪の 歴史 系譜な ど を とりいれて 自家の 一 族 化した もの 

だ。 だから 全国の 豪族 は みんな 神々 となって 天皇家 や 

その 祖 神の 一族 親類 帰投 者 功臣と なって いる。 そして 

各国の あらゆる 豪族と 伝説と 郷土史が みんな 巧妙に ァ 

ン バイされ て 神話 (天智 までの 天 皇紀 を も 含めて) に 

とりいれられて いると 見て よろしい。 しかし、 神話 だ 

から、 その とりいれの 方法が 正確で はない し、 所詮 は 

ボ —パクた る 神話な の だから、 似て いるが ハツ キリと 

それが ォレの 国の 誰 それ 様 だと も 言い かねる ものが 多 

いのです。 ところが 大本 教 だの 何 だのと 色々 の 新 宗教 



出た の は木會 御岳と 乗 鞍の 中間の 野 麦 峠の よう だ。 こ 

ォサカ 

の 峠の ヒダ側 は 小 坂の 町です。 

推 古 三十 五 年 (西暦 六 二 七 年) に 群 蠅が十 丈ば かり 

の タマと なり 雷鳴の ような 音 をた てて 信 濃 坂 を こえ 東 

方 上野の 国へ 行って 散った と ある。 さきの 日本 武 尊の 

路を 逆に 行った ものでしょう。 その 前年に 蘇 我 馬子が 

死んで います。 その 結果と して 大 争乱が 帝都に 起って、 

ク ー デタの 結果と して ある 氏族の 大群が 東国へ 逃れる 

事情が 起った のだろう と 思います。 この 族 類が この 路 

に 沿うて 古くから 移動 往来して いた こと は 古代史 上 か 

らも 遺跡から も 見る ことができます。 



それから 三十 余 年後の 斉明 天皇 六 年 (西暦 六 六 〇 年) 

に、 こんど は 逆に、 信 濃の 東方から 西方へ 向って 群蠅 

才ォサ 力 

が 巨 坂 を 飛び こえた と ある。 群蠅が 帝都 を 逃げて 田舎 

に 散り 隠れる 理由が なくなつ たか、 帝都の 方で 群蠅の 

帰還 助力 を 必要と する 何事 かが 起つ たの かも 知れない。 

それから 四十 年 ほどの 間に 斉明、 天智、 弘文、 天武、 

持統 とすぎ て 次の 文武 天皇の 大宝ニ 年 (西暦 七 〇 二 年) 

に 美 濃と 木 曾の 間に 新しく 道 をつ くりました。 それ か 

ら 十一 一年 後に も 美 濃と 信 濃の 境の 道が 険阻 だからと 之 

を 廃して 木 曾路を 新設して おります。 十二 年 前の 木 曾 

路が 完成した のか、 それ を 廃して 更に 新道 をつ くった 



の 山に 来て 神武 天皇に 位 をさず けた。 そこで 位 山と よ 

び、 船の ついた 山 を 船 山と いう」 

これ は ヒダの 国守であった 姉 小路 基 綱の ヒダ八 所 和 

歌集 裏書き の 意訳です が、 これが だいたい ヒダの 伝説 

の 筋です。 

現に 水 無 神社の すぐ 近くに 位 山と 船 山と あり、 山上 

に は 巨石 群、 古墳 群が あるそう です が、 しかし 前文の 

作者 は、 

ィ チイ 

「位 山 は 諸 木の 中で も笏に 用いる 一位 ノ 木が 多い。 麓 

を まわれば 二十 余 里、 宮殿 (水 無 神宮の 由) の 奥、 ま 

た府 (現高 山 市) から 麓まで 七 里 余」 



も、 信 濃 側の 信仰から みると、 この 氏族が ヒダ から 山 

越えした 最初 はむしろ 穂 高で、 穂 高 を 梓川まで 下ッた 

現在の 穂 高 神社の 地が y J の 氏族の 信 濃 開拓の 交通 要所、 

重大な 分岐点 をな している らしい。 つまり この 氏族の 

発展 根拠地 点で も ある。 松 本の 平野へ、 また スヮ へ、 

伊那へ。 遺跡から 判断して 三ッの 古代人の 発展 方向の 

その 重大な 分岐点、 聖 なる 根拠 点た る 穂 高 神社。 又 そ 

の 山上た る 穂 高の 峯は信 濃 側の 信仰から は 一 ノ 山と 見 

られ るの が 自然 かも 知れん。 そして 船津 へつ いた 一行 

が 登る とすれば、 乗 鞍よりも 穂 高 の 方 を 選ぶ の が 自然 

かも 知れない ので ある。 その ニッの 中間の ァヮ 峠が 一 



通過 や 居住の 地 ごとに 植えつ けて きた もので はな かろ 

ク ゝ o 

う 力 

さて、 船で ヒダへ 来て 神武 天皇に 位 をさず けた 位 山 

の 主の こと を 姉 小路 基 綱の 八 所 和歌 集 は 一 体に して 顔 

が ニッ、 手足 四 本、 これによ つて 両面 四手と 云う、 と 

いう、 この 怪人物 は 日本書紀に チヨ ッ ピリと 記事が 

あって、 仁徳 天皇 六十 五 年の 条に、 

「ヒダ の 国に 宿 儺 (ス クナ。 以後 カナで 書きます) と 

いう 者が あって、 鉢 は 一 ッ、 顔が ニッ たがいに 後向き 

について る。 各々 の 顔に 各々 の 手足が ある。 力強く、 

早業で、 左右に 剣 を さし、 四ッの 手で 二 ッの弓 を 同時 



ンに 殺されて ますが、 ヒダ では これが 天の 船で 位 山へ 

ついた という 日本の 主で、 大和の 敵軍が 攻めて きたと 

ヒ才モ 

き、 ひそんで いた 日 面の 出 羽の 平の ホラ アナ をで てミ 

ノの武 儀 郡下ノ 保で 戦い 敗れて 逃げ 戻り、 宮 村で 殺さ 

れた。 その 死んだ 地が ヒダー の 宫の水 無 神社で あると 

いう。 

スクナ が ひそんで いた 出羽ノ 平の ホラ アナ は 今 も 

あって スクナ 様の ホラ アナと 怖れら れて、 そこへ 誰か 

が 登る と 村に 祟りが あると 信じられて おります。 私 は 

その ホラ アナ (鍾乳洞で すが) へ もぐりこんで きまし 

た。 スクナ 様の 祟り かも 知れません が、 ヒドィ 目に会 



相当の 人数が ひそみ 隠れて いられる でしよう。 

両面 スクナ は その 形が シャム 兄弟 ( 一 卵 性 双生児の 

背中が くッ ついて 一体と なった もの) のよう です が、 

神話に は あらゆる 畸形の 怪物が 現れます から、 それら 

の 何 か は 現実の 畸形 児に 当然 似ます けれども、 もと も 

と 神話 はック リゴト で、 そッ くり 現実的に 解す の はな 

るべ く 避ける のが 自然でしょう。 

私 は 千 光寺の 両面 スクナ 堂で この 像 を 見ました が、 

背中 合せに 同じ 一 体の 人間が 一 体に なって おります。 

前後 両面 全く 同じです。 そして その 頭 は 神 功 皇后の 力 

ミ のよう な 男装の 女 だか、 女装の 男 だか 分らん ような 



ふくよかな 美貌で したよ。 書紀 によると 「力が 強く、 

早業で、 四 本の 手で 二 ッの弓 を 同時に 射た」 と ありま 

すが、 この スクナ の 像 は 弓 を 持たずに、 斧 を もってお 

ります。 そして、 他の ヒダの スクナ 像 も 必ず 斧 を 持つ 

てる 由です。 

両面と いう 意味 は 山上に 住んで 両側の 二 国 を 支配し 

た 意と 解す のが 郷土史 家の 定説の 由です が、 穂 高 か 乗 

鞍 か、 または 立山から 御岳 を 結ぶ 尾根 全体 を 神の 住居 

として 両側の 美 濃 (ヒダ は 大昔 は ミノと 一 ッの 国で し 

た) と 信 濃の 両国 を 否、 両側の 日本 全て を 支配して い 

たと、 見る の は 当 を 失した ものではありません。 



力 ミズ ォ、 不ミ n 

伝わって いません。 古事記に よると、 ミノの 神 大根 王 

の 娘に 兄 ヒメ 弟 ヒメと いう 姉妹の 美人が あるときいて 

天皇が 二人の 美女 を 連れてく るよう にと 大碓命 をつ か 

わした。 ミコト は 二 美人と 仲よ くな つた あげく ニセモ 

ノを 天皇に さしあげて 自分 は 二 美人と たわむれて 朝礼 

も 怠った から、 日本 武 尊に 命じて 兄に 朝礼す るよう 忠 

告せ よと つかわされた。 日本 武尊は その 兄 をつ かみ 殺 

しひき さいて 棄 てて しまったから、 天皇 は その 蛮勇 を 

怖れ、 諸国の 悪者 退治に だして 殺そうと される に 至つ 

たという ので ある。 ミノ は 当時 は ヒダも 含めて ミノで 

あるから、 記紀い ずれの 説に せよ 兄 大碓は ヒダの 地と 



オシ クマ ノ キミ 

忍 熊 王 の 二 兄弟 を 殺して いる。 この 二 兄弟 は 仲哀天 

皇の 次に 皇位に 即く 害のと ころ、 神 功 皇后 は 仲 哀の崩 

御 を 隠して 他に 知らせず、 それ は 誰か 他の 人に 皇統 を 

つがせる 手段ら しく 思われた ので 一 一人の 兄弟 は 反乱 を 

起した。 そして 兄 は 山中で 赤 猪に 殺され、 (山中で 白 

猪に 会った のが 落命の もとと なった 日本 武尊 に似てい 

る) 弟 は武振 熊に あざむかれて 武器 をす てた ところ を 

敵軍に 追い つめられて ビヮ 潮へ 身投 して 自殺し、 長く 

屍体が あがらなかった。 この 最後 は 日本 武 尊の 屍体が 

白鳥と なって 飛び去り、 墓が カラ だとい うのに 半分 だ 

け 似て います。 尚、 先帝の 仲哀 天皇 自身 も 熊 襲 退治の 



とき 敵の 毒矢で 死に、 これが ヒダの スクナ 伝説の スク 

ナの 最後 (敵の 矢で 死ぬ) に 半分 似て いるし、 兄大碓 

が サナケ 山で 毒蛇に かまれて 死んだ というの にも 半分 

似て、 矢と 毒 を 合せる と 同じ 一 ッ になる。 なお 似た 話 

は タク サン あつ て 全部 はとても ここに 書き きれません _ 

タケ フルク マ 

武振熊 は 国 史上にた ッた 二度 それ も 百 何十 年 も距て 

て 突如 一 一度 だけ 現れて 忍 熊 二 兄弟の 一 方 を ダマ シ 討ち 

にし、 次に 両面 スクナ を 退治して います。 二度し か 現 

れんの も 双 児 や 兄弟と 同じ 意味 や 同じ 原則 を 示して い 

ると 解し 得る でしよう。 

そして また 双生児 やその 類型の 兄弟 は 一 方が 他の 一 



神武 紀に 於て は その 敵 は ゥカシ 兄弟で ある。 これ も 

両面 スクナ と 同じであって、 攻撃され る 方と する 方と 

は、 一方が クマ ソ的 であれば 一方 は 日本 武尊 的で、 神 

武 天皇の 兄弟たり 分身た る 五瀬 命の 運命 は 日本 武尊的 

です が、 その 敵将の 運命 はク マソ 的で、 合せる とスク 

ナの 両面になる。 そして 実際 はク マソと 日本 武 尊の 運 

命 を 一 身に 合せた 悲劇的な 運命の 者の 方が 実は 征服し 

た 方の 正理を もつ もので もあった、 即ち 日本の 本来の 

首長であった、 という こと を 五瀬 命の 兄弟分 神た る も 

のが 征服者で 正統の 日本の 第一 祖 たる 神武 天皇で ある 

ことによ つ て 示されても いると 解し うるので あります _ 



質的 に 取り除く 必要が ある だろうと 思います。 さもな 

いと、 また 国 全体が 神ガ カリに なって しまう。 私 は 学 

者 じ やない から、 重たい 本 をひッ くり 返して いると す 

ぐ 目 マイが して 頭痛 もす る、 まことに 大 そう ッ ライの 

です が、 本職の 先生方が おやりになる 気配が ないから、 

仕方なく やって る 次第です。 子供の 時から 学問と いう 

の はニガ 手な のです よ。 

* 

つまり 日本の 官撰史 は 諸国へ ありがた そうな 神様 や 



うです。 古代の 国史の 地名の 原形ら しい もの は 殆ど 全 

部 この 地で 見る ことができます。 

ァメノ ワカ ヒ n 

天孫 降臨の 段に、 天 稚彦を 葦原の 中ッ 国に つかわ 

した。 ところが 日本 平定の 大事 を 忘れて 大国 主の 娘と 

良 

い 仲に なって 八 年た つても 帰らない。 そこで 使いの 鳥 

を 偵察に やったら ワカ ヒコは 鳥 を 射殺して しま つ た。 

その 矢が タカ マガ 原の 大 神のと ころへ 飛んで きたから 

手に とって 見る と 血が ついて る。 それ を 下界へ 投げ返 

したら ワカ ヒコの 胸に 突き刺さって 死んだ という。 こ 

れも 両面 伝説の 一 ッで、 五瀬 命 や 忍 熊 王 や スクナ と 同 



が つ て 不破山 を 越えて 行った 害の ヮサ ミガ 原の かリ宫 

というの も不 破の 関で はない 害で ある。 地名 を さがせ 

ば、 多くの 原形 はたい がい そろって おる。 ミノ、 ヒダ 

にない 原形 はない ほどです。 そして、 天ノ ワカ ヒコを 

葦原の 中ッ 国に つかわした。 その 日本の マンナ 力の 大 

国主の 住む と い ぅ中ッ 国が ミ ノ の 藍 見 川 のホ トリで あ 

ると いう。 しかし、 これぐ らいの ことに 驚く こと は 毛 

頭ない。 もっと、 もっと、 重大な こと はいくら も ある- 

大和 朝廷の 方が いかに 多く ヒダ、 ミノの 地名 を かりて 

自分の 土地 をコ ジッケ たか。 それ を 証明す る 例 は あと 

で 申 上げます。 



か、 それ を 正確に 知る 手段 はもと よりない けれども、 

天武 天皇の 皇后たり し 女帝 (と 云っても 持統 帝で はな 

くその 妹 帝で ある) の ヘン サン を 命じた 史書 だから、 

万事 話が 天武 側に 有利に つくられ てるの は 自然で あろ 

う。 いったん 古事記 をつ くり、 しかる 後に 更に 書紀の 

ヘン サン を 命じた の は、 国史の 偽装が 細部に わたる ま 

でッジ ツマよ く 施されて おらぬ ゥラミ があって 不満が 

あっての ことに 相違ない。 しかし 女帝 は 天智の 娘で も 

あるから、 身内 同志の ケン 力で、 特に 父 側 を 悪し ざま 

に 作る わけに も ゆかなかった であろうから、 この 偽装 

は 微妙 を 極めてい ると 思われる。 



族で あるから、 この 天武、 及び その 皇后で 次の 天皇た 

りし 持統帝 及び その 直系の 帝ら が 平定 後に 何 を や つ た 

か。 それ をシ サイに 見て ゆけば 何 かの 手ガ カリ は ある 

害です。 ところが、 たしかに 驚くべき 奇怪な ことが 行 

われて おる のであります。 

天武 天皇の 十三 年 二月に 使 をつ かわして 畿内に 遷都 

の 地 を さがさせ たが (この 使者の 主席 は 広 瀬 王です) 

同じ 日、 三 野 王ら を 信 濃に つかわして 地形 を しらべさ 

せた。 書 紀の文 は それ を 評して、 

「マサ ニコ ノ地ー 一都 ヲッ クラム ト欲ス 力」 

とあります よ。 信 濃へ 遷都の ッ モリな らん かと 時の 



乙 穎 (天智 の 人) II 赤 兄 

となって おり、 天智 のころ の 人の 次の 赤 兄と いえば 

まさに 時代が 合って います。 なお、 蘇 我と いう 地名 は 

この あたりに は フンダンに あつたの も 事実です。 

さて 大友 皇子 を 征伐した 一 行 は 二十四日 ササ ナミに 

集合して、 二十 六日に、 大友 皇子の 頭 を 持って 不破宫 

へ 戻って 天武 天皇に この 首 を ささげて おります。 彼ら 

が 集合した ササ ナミの 地名 は ヒダの 国府から 二三 里の 



待せられ てお つて、 そのく せ 別の 神様と して 大和に 祭 

られた 方は大 も大、 大 そうな 扱いで 伊勢の 外宮の 分身 

となつ てお るので あります。 

こうして、 天智、 弘文 (大友 皇子の こと)、 天 武と日 

本 史上に 於て はじめて ホン モノの 人皇が 定まった らし 

い 重大 きわまる 時期に、 ヒダの 国 だけ は 一 度 も 史上に 

名が 出た ことがなかった のです。 隣国で 皇位 相続の 大 

戦争が あつ て 一 度 も 名が でて こない のです よ。 

ようやく 持統 天皇の 朱 鳥 元年に な つ て 名が 現れた。 

それ は どんな ことで かとい うと、 天武 帝が 死ぬ と大津 

皇子が ム ホン をた くらんで 死刑に なった。 その 一味の 



たん 死 をまぬ かれた 聖泉 というの は、 前述の 如くに 書 

紀の 記述が 両面 神話の 要領に よ リアべ コべ であつ て 信 

用で きないと すると、 書紀の 示す 美 泉 は 正しい タドの 

美 泉で はない ことになる。 スクナ 伝説なら ば 藍 見の 喪 

山の 近所に あるべき 泉で あろうし、 ヮサミ を 下 原 村 あ 

たりと するなら、 下呂に 当る かも 知れん。 ニッ のどち 

らか、 それ は 見当が つき かねます が、 とにかく 書紀の 

示す 美 泉が タドの 美 泉で ない こと は 確か だ。 しかし、 

自分の 御手 製の 史書で は それが タドの 美 泉に 当る から、 

それ は 自分の 言つ てること に 従う ベ きで、 さもな けれ 

ば 自分の ゥソ を. H 告 する ような もの だ。 そこで、 タド 



しかし、 ヒダの 統治 は なかなか 思うよう にい かな 

かった ようです。 ヒダと 出 羽に 風が 吹いた、 とか、 ヒ 

ダに慶 雲が 現れた、 とか、 一 喜 一 憂で、 (気象台に きか 

なくた つて ヒダと 出 羽に だけ 大風が 吹く の は 妙で しょ 

うが) ヒダの 国分寺が たちまち 焼けた の も、 焼かれた 

のか も 知れません ナ。 空 海 も 巡錫した が、 そう 効果 も 

なかった ようです。 

私の 見解で は 空 海の 弟子の 真如が ヒダ へ 行って 千 光 

寺 をつ くった。 この 時から 次第に 好転して、 ヒダが だ 

ん だん 他国と 同じような 領国に な つ たように 思います _ 

真如 は 廃 太子 高 岳 親王の 僧 名です。 親王 は嵯峨 帝の 



ちょ ッと 前に 淳仁 上皇の 死 を 送った ばかりで、 ここ 何 

代と いう もの は 誰の 代 も 例外な しに 皇太子の ム ホン だ 

なんだ と 廃 太子つ づきで ある。 これ もヒ ダのタ タリ か 

と いうよう な 考えが 強 か つ たよう だ。 彼の 遺言 をよ む 

と、 それが ハツ キリし ます。 人間 死ぬ の は 当り前で 厚 

く 葬る ほど 愚なる こと はない から、 棺 はう すいので タ 

ク サン だし、 ムシ 口で 包む がいい。 着物 もフ ダン 着て 

るので タク サン だ、 という。 まさか、 首と 胴 を ニッに 

チョン 斬って 棺に 入れろ、 と は 言わない けれども、 殺 

された ヒダの ミコが 自分の 先祖 を 埋められ たと 同じよ 

うな 扱いで 自分の 葬式 を やれと 遺言して いるよう です _ 



は 建てなかった かも 知れない。 

私 はこの 寺の 後の 山が どうも 気になる ので (と 申す 

の は、 ヒダの 社寺の 後に ある 山の 上に は 古墳ら しいの 

が 多い のです よ) そこで 寺のう しろの 山上に ある ァタ 

ゴ 社の ホコラ を 見物に 登りました。 一 目 リヨ ゥゼン で 

すよ。 ホコラ のうしろ はヒ ヨウ タン 型 か 前方 後 円か 形 

は ハツ キリ しないが 古墳に マチ ガイありません。 たぶ 

えんどう 

ん ァタゴ 社の 下 を 掘る と 羨 道の 入口が あるの だろうと 

思います よ。 

この 古墳 は、 まッ すぐ 御岳 サンと 向い合つ ており ま 

す。 御岳 サンの 頂上の ちかいと ころに も クラ ガリ 八 町 



る 古 京ではなくて、 ャ マト、 ァス 力に 対する 古 京で あ 

リ、 そして ヒダの 地に 古 京が ある ユエ ンは、 ヒダの 王 

様が ここの ミヤ コを 去って ャ マト ゃァス 力で 新しい 都 

を ひらいて いたせいだろう。 

その 一 族と 天武 帝の 一 族が 赤の他人 か 血族で あるか。 

どうも 血族 的です ね。 そして まつろわぬ スサ ブル 神 

(赤の他人) を 平定した 前世 代 は ヒダの 地へ 天ッ 船で 

のりこん だんだろう。 それ もそう 遠い 過去で はな かつ 

たよう だな。 しかし、 その 船つ きの 地点に 古墳が 一 ッ 

もな い そうだが —— それ は 彼らの 良き 地 を 探しての 移 

動が 迅速の せいか も 知れん。 彼ら はたし かに 甚だ 活動 



的な 人種で、 馬と 弓矢に 長 じて おり、 この ニッと 斧が 

主要な 生活必需品であった らしい し、 すでに 建築の 心 

得 もあった。 ヒダの タクミと 云う 通り さ。 

もっとも、 逃亡した ヒダの タクミ (奈良 や 京都の 建 

築に 徴用され た奴隸 だ) の 捜査と 逮捕 を 命じて いる 千 

百年 ほど 昔の 官符の 一 ッに 「ヒダ の 人間 は 言葉 も 容貌 

も 他国に 異 るから 名 を 変えても すぐ 分る」 と 但し 書が 

ついて る。 これが どうも 分らぬ けれども、 タクミの 系 

譜は 日本の 支配者た りし ヒダ 人と は 別なん です かね。 

とても 拙者の 手に は 負えません。 

しかし ヒダ 特有ら しい 顔、 ヒダの タクミの 顔 は 今 も 



のか も 知れません が、 そっちの 方 を 見て 歩く ヒ マが あ 

リ ませんで した。 

私の 見た の は 大雄寺 (ダイ ォ— ジ とよむ) の 身長 三 

尺ぐ らいの 小さな 仁王 一対と、 国分寺の 伝 行 基 作と い 

う 薬師 座像と 観音 立像と ヒダの タクミ 自像ー ーッ です が、 

大雄 寺の 仁王 は 日本一 の 仁王 だと 思い ましたし、 国 分 

寺の 薬師と 観音に 至って は 日本の 仏像で いくつ もない 

第 一級品 中の 一級品で すよ。 これ は 国宝に なって いま 

すが、 伝 行 基 作 はゥソ で、 ヒダの タクミの 作に きまつ 

て ま 

ヒダの タクミに は 名前がない。 タクミ は ヒダの あた 



リ 前の 商売の せいか、 来 や ナス をつ くる 百姓が 作者と 

しての 名 を 必要と しないよ うに 名 を 必要と しないら し 

い。 かかる 本質的な 職人が 名人に なると、 怖し い。 濁 

り も 曇り もありません。 その 心境に も 曇りな く ムダな 

饒舌が なく、 そして、 その 心境と 同じように 技術が 円 

熟して、 まことに どこに も チリ をと めない というの が 

ヒダの 名人の 作です。 それが 国分寺の 薬師と 観音です 

よ。 ァァ 美しい、 と 云えば、 それで 尽きて しまう ぐら 

い、 力 ゲリと 多くの 観念と が 洗い 去られて いるので す _ 

高山の 商店へ 買い物に 行く と、 これ は 出来が 悪い か 

ら 良い 品が 来たと き 買って くれ (よそ 出来の 製品 を 売 



る 洋品 屋 でもそう 云う) と 云う 店と、 さかんに よその 

店の 悪口 をなら ベた てながら あまり 良から ぬ 品 をう り 

つける 店と ニッの タイプが ある。 前者 も タクミの カタ 

ギ であろうが、 後者と てそうで、 タクミの 中に もへ タ 

もい るし へタ のく せに 悪口 は 一人前に 云う。 世界中の 

タクミに 共通す る 気質の ーッ だろう。 しかし、 この 二 

ッの 差が 甚 しくて、 実に 一方の 方はゥ ンザリ する ほど 

よその 悪口 を 言いた がります よ。 しかし 商人の タクミ 

気質 にも拘らず 高山 の 細工 物 は 必ずしも タクミ 的で は 

ない。 やや 良き 物 も あるが、 甚だ 悪い 物も少 くない。 

人麻呂 時代に かえるべし。 人 麻呂は 歌って いますよ。 
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